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年
層
に
向
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る
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二
三
年
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二
月
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

教
育
普
及　

博
学
連
携　

探
究
的
学
習

【
要
旨
】

　

二
〇
一
七
・
二
〇
一
八
・
二
〇
一
九
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
博
物
館
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
当
館
に
お
い
て
も
博
学
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
・
学
生
も

含
む
若
い
世
代
（
一
〇
・
二
〇
代
）
を
対
象
と
し
た
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
一
層

重
要
視
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
二
二
年
度
に
当
館
を
訪

れ
た
学
校
団
体
の
利
用
状
況
の
分
析
か
ら
、
博
物
館
の
活
用
方
法
が
教
員
に
十
分

に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
高
校
生
の
活
用
が
少
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
背
景
に
、
当
館
が
行
っ
て
い
る
博
学
連
携
を
意
識
し

て
実
施
し
て
い
る
教
員
を
対
象
と
し
た
講
座
や
、
高
校
生
、
大
学
生
を
対
象
と
し

た
講
座
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に

　

博
物
館
で
の
学
び
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、
今
日
で
は
様
々
な
分
野

の
博
物
館
が
、
資
料
を
活
か
し
た
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
る
。
筆
者

は
当
館
企
画
普
及
課
に
所
属
し
、
講
演
・
講
座
・
体
験
教
室
と
い
っ
た
行
事
や
学
校

に
対
す
る
学
習
支
援
な
ど
の
教
育
普
及
事
業
に
携
わ
る
職
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
当

館
は
神
奈
川
県
内
に
限
ら
ず
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
学
校
団
体
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

小
・
中
・
高
と
学
年
別
に
常
設
展
示
見
学
用
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
の
様
子
を
展
示
室
で
観
察

す
る
と
、
資
料
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
情
報
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

記
入
し
て
満
足
し
て
い
る
様
子
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。

　

資
料
そ
の
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
る
博
物
館
に
も
関
わ
ら
ず
、
児
童
生
徒
た
ち
の

学
習
に
、
資
料
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
改
善
に
は
教
員
に
も

資
料
を
効
果
的
に
活
用
す
る
方
法
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
必
要
で
あ
り
、
当
館
も

資
料
を
学
習
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
八
年
に
は
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
二
〇
二
二

年
度
か
ら
「
探
究
的
な
学
習
」
と
し
て
、
生
徒
自
ら
が
問
題
意
識
を
も
っ
て
解
決
策

を
導
く
学
習
方
法
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
学
習
指
導
要
領
に
も
博
物
館
の

活
用
だ
け
で
な
く
、
調
査
な
ど
へ
つ
な
げ
る
具
体
的
な
活
動
が
学
校
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
当
館
の
二
〇
二
二
年
度
の
学
校
団
体
の
利
用
状
況
を
分
析
し
て
み

る
と
、
高
等
学
校
の
活
用
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
受
け

て
、
本
稿
で
は
当
館
が
小
・
中
・
高
・
大
学
生
に
対
す
る
普
及
活
動
の
取
り
組
み
と

し
て
行
っ
た
講
座
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

大　

柳　

麻　

美

【 

実
践
報
告 

】

若
年
層
に
向
け
た
来
館
意
欲
を
高
め
る
事
業
に
つ
い
て
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一　

学
校
団
体
の
博
物
館
の
利
用
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
二
〇
二
二
年
度
に
当
館
を
訪
れ
た
学
校
団
体
の
利
用
状
況
を
示
し
、
分
析

を
行
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
警
戒
態
勢
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、学

校
団
体
の
博
物
館
利
用
が
前
年
よ
り
も
増
加
し
た
。

（
1
）
分
析

【
表
１
・
表
２
】

・
県
内
の
合
計
利
用
者
数
は
八
六
一
八
名
、
県
外
の
利
用
者
数
は
四
九
三
二
名
と
な

り
、
県
内
に
あ
る
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
は
県
外
に
比
べ

て
利
用
が
多
く
、
特
に
中
学
校
の
利
用
が
多
い
。

・
高
等
学
校
の
利
用
は
神
奈
川
県
内
、
二
八
校
・
六
六
八
名
だ
が
、
県
外
は
五
九
校
・

一
三
三
二
名
と
県
外
の
方
が
多
い
。

【
図
１
】

・
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
来
館
に
あ
た
っ
て
事
前
申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
、
電

話
に
て
連
絡
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
た
め
、
小
学
校
、
中
学
校
は
事
前
連
絡

の
あ
る
学
校
が
多
い
。
小
学
校
三
二
校
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、四
二
校
は
電
話
連
絡
を
し
て
見

学
に
訪
れ
て
い
る
。教
員
が
博
物
館
の
下
見
を
す
る
ケ
ー
ス
は
電
話
連
絡
の
半
分
以

下
の
二
一
校
と
な
っ
て
い
る
。

・
中
学
校
、
高
等
学
校
も
同
様
に
教
員
が
下
見
を
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

（
2
）
考
察

【
表
１
・
表
２
】

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
て
み
る
と
小
学
校
、
中
学
校
は
県
外
に
比
べ
て
県
内

の
学
校
団
体
に
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
高
等
学
校
は
、
県
外
の
利
用
が
県
内
よ
り

も
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
授
業
で
博
物
館
を
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、
宿
泊
を
伴
う

図 1　見学のための事前準備について　『神奈川県立歴史博物館年報　令和 4年度』より作成
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表 1　神奈川県内　小・中・高等学校及び特別支援学校等の利用状況　『神奈川県立歴史博物館年報　令和 4年度』より

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校・学級 その他 県内合計

校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数

4月 2 103 2 88 8 223 0 0 0 0 12 414

5月 0 0 34 1,345 5 78 1 4 0 0 40 1,427

6月 4 296 25 1,174 3 55 0 0 1 1 33 1,526

7月 3 205 2 80 1 5 0 0 2 30 8 320

8月 1 95 2 12 2 5 0 0 0 0 5 112

9月 5 365 6 299 1 14 1 2 0 0 13 680

10月 1 33 2 16 2 205 2 6 0 0 7 260

11月 7 584 13 760 4 59 1 4 2 4 27 1,411

12月 7 446 8 425 0 0 1 7 0 0 16 878

1月 3 211 12 712 0 0 0 0 0 0 15 923

2月 7 400 4 81 1 22 4 37 1 8 17 548

3月 0 0 2 117 1 2 0 0 0 0 3 119

合計 40 2,738 112 5,109 28 668 10 60 6 43 196 8,618

表 2　神奈川県外　小・中・高等学校及び特別支援学校等の利用状況　『神奈川県立歴史博物館年報　令和 4年度』より

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校・学級 その他 県内合計

校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数 校数 人数

4月 0 0 3 53 11 265 0 0 0 0 14 318

5月 0 0 13 514 13 322 0 0 0 0 26 836

6月 1 71 5 83 9 248 0 0 0 0 15 402

7月 0 0 2 49 1 6 0 0 0 0 3 55

8月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9月 0 0 6 248 2 43 0 0 0 0 8 291

10月 2 142 6 80 8 333 0 0 0 0 16 555

11月 4 199 14 288 7 84 0 0 0 0 25 571

12月 0 0 11 264 6 25 1 7 0 0 18 296

1月 0 0 9 377 1 3 0 0 0 0 10 380

2月 3 204 20 625 1 3 2 8 0 0 26 840

3月 1 24 12 364 0 0 0 0 0 0 13 388

合計 11 640 101 2,945 59 1,332 3 15 0 0 174 4,932
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学
校
行
事
で
の
活
用
が
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。　
　
　

　

県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
に
比
べ
、
高
等
学
校
の
利
用
が
格
段
に
少
な
い
こ
と
は

課
題
で
あ
る
。

　

二
〇
二
二
年
度
か
ら
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
よ
り「
日
本
史
Ｂ
」と

「
世
界
史
Ｂ
」
が
廃
止
さ
れ
「
歴
史
総
合
」、
そ
の
翌
年
か
ら
「
日
本
史
探
究
」「
世
界

史
探
究
」
が
新
歴
史
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
生
徒
自
身
が
探
究
テ
ー

マ
を
設
定
し
、問
い
を
立
て
資
料
を
読
み
取
り
、表
現
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
新

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
「
年
表
や
地
図
、
そ
の
他
の
資
料
を
積
極
的
に
活
用
し
、

文
化
遺
産
、
博
物
館
や
公
文
書
館
、
そ
の
他
の
資
料
館
な
ど
を
調
査
・
見
学
し
た
り

す
る
な
ど
、
具
体
的
に
学
ぶ
よ
う
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
歴
史
に
関
わ

る
諸
資
料
を
整
理
・
保
存
す
る
こ
と
の
意
味
や
意
義
に
気
付
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま

た
、
科
目
の
内
容
に
関
係
す
る
専
門
家
や
関
係
諸
機
関
な
ど
と
の
円
滑
な
連
携
・
協

働
を
図
り
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
た
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と（

（
（

」
と
明
示
さ
れ
、

博
物
館
資
料
の
活
用
と
、
博
学
連
携
の
重
要
性
が
以
前
に
比
べ
て
よ
り
高
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
高
校
生
が
博
物
館
に
興
味
を
持
つ
活
動
を
考
え
て
い
く
こ
と
や
、
博
物

館
資
料
を
授
業
で
扱
う
教
員
に
対
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
課
題
で
あ
る
。

【
図
１
】

　

本
図
か
ら
教
員
が
下
見
を
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
教
員
が
下
見

を
行
う
場
合
、資
料
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
案
内
を
当
館
の
職
員
が
直
接
行
う
。
初

め
て
来
館
す
る
教
員
に
は
、
常
設
展
示
室
を
実
際
に
案
内
す
る
場
合
も
あ
り
、
展
示

室
の
大
き
さ
や
、
ど
の
テ
ー
マ
に
ど
の
よ
う
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
か
予
め

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
教
員
が
下
見
を
し
な
い
場
合
、
博
物
館
活

用
に
関
す
る
情
報
を
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
博
物
館
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
に
は
、
教
員
が
一
度
は
博
物
館
を
訪
れ
、
展
示
室
を
見
学
し
、
児
童

生
徒
に
何
を
学
ば
せ
た
い
の
か
考
え
る
時
間
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
。

二　

当
館
の
教
育
普
及
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
1
）
教
員
向
け
講
座
の
実
施

　

こ
こ
ま
で
記
し
た
よ
う
に
、
当
館
は
来
館
す
る
小
・
中
・
高
生
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
へ
の
対
応
が
新
た
に
進
め
ら
れ
、
校
外
学
習
、
職
場
体
験
、
体
験
型
学
習

な
ど
学
校
と
の
連
携
事
業
を
支
援
し
た
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
教
育
普
及
事
業
の
一
環

と
し
て
毎
年
「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る（

（
（

。
二
〇
〇
二
年
に

は
「
学
校
連
携
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
へ
の
対
応
」
か
ら
事
業
を
拡
大
し
、「
見
学

等
学
校
の
博
物
館
利
用
に
対
す
る
対
応
」
と
し
、
教
員
が
常
設
展
を
活
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
「
常
設
展
資
料
一
覧
」
の
作
成
や
「
教
員
向
け
の
研
修
会
」
な
ど
を
実
施

し
、
教
員
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

（
2
）
出
張
講
座

　

当
館
の
出
張
講
座
は
、
神
奈
川
県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
、
特

別
支
援
学
校
等
に
学
芸
員
が
講
師
と
な
り
学
校
を
訪
問
し
て
授
業
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
取
り
組
み
は
当
館
が
二
〇
一
六
年
か
ら
の
改
修
工
事
の
た
め
、
休
館
中
に

学
校
連
携
の
一
環
と
し
て
始
め
た
も
の
だ
。
申
し
込
み
を
受
け
、
開
催
が
決
ま
る
と
、

担
当
学
芸
員
が
当
日
の
講
座
の
進
め
方
や
内
容
等
に
つ
い
て
学
校
に
訪
問
し
て
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
。
短
い
授
業
時
間
の
中
で
、
教
員
が
講
座
に
求
め
る
主
旨
や
児
童
生

徒
の
関
心
を
引
く
た
め
の
工
夫
、
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
な
ど
、
教
員
と
事
前
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
学
芸
員
も
教
員
の
ニ
ー
ズ
や
児
童
生
徒
の
実
態
を

把
握
で
き
、
当
日
の
講
義
に
役
立
て
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
度
は
、
一
八
校
が
利
用
し
、
特
に
小
学
校
六
年
生
を
対
象
と
す
る
講

座
が
一
四
校
あ
っ
た
。
小
学
校
で
は
六
年
生
か
ら
歴
史
の
授
業
が
始
ま
る
た
め
、
利
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用
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。
人
気
あ
る
講
座
は
毎
年
異
な
る
が
、
二
〇
二
二
年
度
は
、

「
鎌
倉
大
仏
に
な
っ
て
み
よ
う
」
の
利
用
が
多
い
。
内
容
は
、
神
奈
川
の
仏
像
、
特
に

鎌
倉
大
仏
に
つ
い
て
、
形
の
意
味
や
服
装
を
実
際
に
真
似
し
て
み
る
と
い
う
体
験
型

の
授
業
で
あ
る
。
歴
史
に
関
わ
ら
ず
博
物
館
、
学
芸
員
の
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
す
る

講
座
も
あ
り
、
学
芸
員
の
主
な
仕
事
や
、
当
館
の
博
物
館
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
。
様
々
な
博
物
館
・
美
術
館
で
出
張
講
座
は
行
わ
れ
て
お
り
、
博
物
館

活
動
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と
し
て
認
知
度
は
高
い
よ
う
に
感
じ
る
。
一
方

で
、
出
張
講
座
を
利
用
し
た
教
員
の
担
当
学
年
が
代
わ
る
こ
と
や
、
他
校
へ
異
動
し

て
し
ま
う
こ
と
で
、
学
校
と
の
連
携
が
継
続
的
に
行
え
な
い
場
合
が
あ
る
の
は
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。

（
3
）
大
学
生
の
見
学
実
習
の
受
け
入
れ

　

常
設
展
、特
別
展
の
見
学
に
加
え
て
、学
芸
員
の
解
説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
本

実
習
で
は
博
物
館
実
習
と
は
異
な
り
、
大
学
の
授
業
の
一
環
と
し
て
教
員
の
引
率
の

も
と
半
日
な
ど
の
短
時
間
で
行
わ
れ
る
。
学
芸
員
が
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
案
内
や
展
示

解
説
、
資
料
の
取
扱
い
等
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
。
二
〇
二
二
年
度
の
見
学
実
習
で
は
、

合
計
で
二
五
二
名
が
来
館
し
た
。
多
く
は
学
芸
員
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
で
あ

る
。

（
4
）
中
学
生
の
職
場
体
験
・
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

　

二
〇
〇
六
年
よ
り
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
を
通
し
て
、
三
日
間
高

校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
以
前
は
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
就
業
体
験
、
職
場
訪
問
等
）
へ
の
対
応
と
し
て
い
た
。
当

館
で
は
、
博
物
館
の
仕
事
を
よ
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
担
当

学
芸
員
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
異
な
る
が
、
一
日
目
に
、
当
館
の
概
要
や
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
通
し
て
、
博
物
館
の
役
割
や
使
命
に
つ
い
て
学
び
、
二
日
目
は
資

料
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
、
保
存
・
整
理
の
手
伝
い
を
行
う
。
三
日
目
は
、
講
座
の
準

備
や
来
館
者
の
案
内
、
興
味
を
持
っ
た
作
品
に
つ
い
て
展
示
解
説
を
行
う
な
ど
、
教

育
普
及
業
務
を
体
験
す
る
。
中
学
生
の
職
場
体
験
は
、
直
接
中
学
校
か
ら
連
絡
を
受

け
、
そ
の
ニ
ー
ズ
と
当
館
の
予
定
が
合
え
ば
実
施
し
て
い
る
。

（
５
）
神
奈
川
県
高
等
学
校
社
会
科
部
会
歴
史
分
科
会
日
本
史
推
進
委
員
会
と
の
連
携

　

神
奈
川
県
内
の
高
等
学
校
の
教
員
が
所
属
す
る
教
科
研
究
会
の
一
つ
で
、
地
歴
科

を
担
当
す
る
教
員
が
「
歴
史
総
合
」
や
「
日
本
史
探
究
」
に
向
け
た
教
材
研
究
・
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
学
芸
部
を
中
心
に
二
〇
二
〇
年

度
末
か
ら
日
本
史
研
究
推
進
委
員
会
と
連
携
を
は
じ
め
、
年
に
二
、
三
回
の
例
会
を

当
館
で
実
施
し
、
会
期
中
の
特
別
展
見
学
に
加
え
、
教
材
と
な
り
う
る
資
料
に
つ
い

て
担
当
学
芸
員
と
の
意
見
交
換
や
、
教
員
が
行
う
博
物
館
資
料
を
活
用
し
た
授
業
の

発
表
に
対
し
、
当
館
の
学
芸
員
が
助
言
を
す
る
な
ど
と
い
っ
た
教
材
開
発
も
行
わ
れ

て
い
る
。

　

筆
者
は
、
例
会
に
一
度
参
加
し
教
員
が
授
業
の
中
で
実
践
的
に
博
物
館
資
料
を
扱

う
難
し
さ
と
、探
究
的
な
学
習
方
法
に
つ
い
て
悩
む
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
後

述
す
る
高
校
生
向
け
連
続
講
座
は
、
こ
の
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に
、
新
歴
史
科
目
を

意
識
し
て
実
施
し
た
。
教
員
と
学
芸
員
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

で
、
博
物
館
側
も
新
し
い
講
座
の
開
発
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
点
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

以
上
の
五
点
の
取
り
組
み
は
、
今
後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
。
残
念
な
が
ら
、
当

館
は
若
い
世
代
の
来
館
者
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
も
あ
る
た
め
、
博
物
館
と
学
校
現

場
を
つ
な
ぐ
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
広
報
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
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博
学
連
携
事
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
導
入
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
当
館
で
も
同

年
に
、
神
奈
川
県
内
に
あ
る
高
等
学
校
の
教
員
と
嶋
村
元
宏
（
現
・
主
任
学
芸
員
）
が

連
携
し
、
日
本
史
Ｂ
の
指
導
要
領
を
ふ
ま
え
た
博
物
館
資
料
を
活
用
す
る
授
業
が
展

開
さ
れ
た（

（
（

。
二
〇
〇
二
年
に
発
行
さ
れ
た
神
奈
川
県
博
物
館
協
会（

5
（

の
会
報
で
は
「
学

校
の
博
物
館
利
用
」
に
つ
い
て
の
特
集
が
組
ま
れ
、
博
学
連
携
事
業
に
つ
い
て
の
重

要
性
を
発
信
し
た
。

　

他
館
で
も
学
校
と
の
連
携
事
業
を
普
及
す
る
べ
く
取
り
組
み
は
広
く
進
め
ら
れ
、

教
員
を
対
象
と
し
た
講
座
が
多
く
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
神
奈
川

県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
直
接
化
石
体
験
を
得
る
機
会

と
し
て
行
っ
た
化
石
を
含
む
岩
石
資
料
を
学
校
に
貸
し
出
す
「
化
石
ロ
ー
ン
キ
ッ
ト
」

活
動
を
派
生
さ
せ
て
教
員
へ
対
す
る
教
育
活
動
へ
重
点
を
置
い
た（

6
（

。
一
九
九
八
年
よ

り
教
員
へ
向
け
た
研
修
的
な
集
中
講
座
に
は
じ
ま
り
、
段
階
を
ふ
み
な
が
ら
二
〇
〇

一
年
に
は
教
材
化
を
意
識
し
た「
先
生
の
た
め
の
化
石
入
門
」へ
と
変
更
さ
れ
た
。
教

員
に
寄
り
添
っ
た
か
た
ち
へ
と
改
善
し
、
博
物
館
資
料
を
活
用
し
た
有
効
的
な
活
動

で
あ
る
。

　

教
員
を
対
象
と
し
た
当
館
の
講
座
は
、
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
継
続
す

る
の
で
は
な
く
、
担
当
す
る
学
芸
員
が
毎
年
変
更
し
、
様
々
な
分
野
の
講
座
を
行
っ

て
い
る
。

三　

教
員
・
高
校
生
・
大
学
生
講
座
の
取
り
組
み
と
課
題
点
─
当
館
の
場
合
─

（
1
）
教
員
の
た
め
の
博
物
館
講
座

　

こ
の
講
座
は
、
教
員
が
参
加
し
や
す
い
夏
休
み
の
時
期
に
開
催
し
、
複
数
の
学
芸

員
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
、
博
物
館
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
習
へ
の
利
活
用

を
促
す
の
が
狙
い
で
あ
る
。
参
加
方
法
は
、
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
教
員
の

経
験
年
数
に
応
じ

て
行
わ
れ
る
基
本

研
修
選
択
と
し
て

の
申
し
込
み
と
、

教
員
の
自
己
研
鑽

の
た
め
の
受
講
申

し
込
み
が
あ
る
。

二
〇
二
二
年
度
の

参
加
者
は
一
回
目

二
十
名
、
二
回
目

は
十
六
名
で
あ

り
、
小
学
校
か
ら

高
等
学
校
ま
で
の

幅
広
い
校
種
、
教

科
担
当
の
教
員
が

参
加
し
た
。
一
回

目
の
参
加
者
の
う
ち
五
名
は
五
年
経
験
者
の
た
め
、「
社
会
体
験
研
修
」
と
し
て
参
加

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
博
物
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
、
常
設
展
・
特
別
展
の

見
学
、
展
示
解
説
、
展
示
資
料
を
活
用
し
た
教
材
化
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
体

験
で
あ
る
。
展
示
資
料
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
一
日
目
は
古
文
書
資

料
、
二
日
目
は
美
術
資
料
を
活
用
し
た
授
業
の
実
践
を
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
学
芸
員

が
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
（
写
真
１
）。

　

実
際
に
講
座
の
様
子
を
見
学
し
て
い
る
と
、
教
員
た
ち
は
講
座
が
始
ま
る
前
「
博

物
館
を
ど
う
活
用
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
や
「
博
物
館
に
自
分
自
身
が
あ
ま

り
行
か
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
を
引
率
す
る
自
信
が
な
い
」
な
ど
博
物
館
に
対
す

写真 1　教員のための博物館講座の様子
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若年層に向けた来館意欲を高める事業について

る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
印
象
が
あ
っ
た
。
実
際
に
博
物
館
に
訪
れ
る

教
員
も
、「
下
見
に
来
る
時
間
が
な
か
っ
た
」
や
「
今
ま
で
に
博
物
館
を
活
用
し
た
こ

と
が
な
い
」
と
話
す
こ
と
が
多
く
、
児
童
生
徒
を
見
て
も
社
会
科
見
学
や
社
会
科
的

教
科
の
授
業
の
中
で
博
物
館
に
訪
れ
て
は
い
る
が
、単
に
展
示
室
を
見
学
す
る
か
、ワ

ー
ク
シ
ー
ト
（
当
館
で
公
開
し
て
い
る
も
の
・
各
学
校
で
準
備
さ
れ
た
も
の
）
に
調

べ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
記
入
す
る
。
特
に
、
解
説
（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
を
そ
の
ま
ま

写
し
、
資
料
自
体
を
観
察
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
見
学
時
間
が
限
ら
れ
た
中
で
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
る
問
い
の
答
え
を
探
す
こ
と
が
目
的
化
し
、「
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
を
探
す
」
行
為
が
目
立
っ
て
い
た
。

　

教
員
自
身
も
歴
史
系
博
物
館
は
、
資
料
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
見
た
だ
け
で
は
、
歴

史
上
の
相
対
的
な
価
値
な
ど
の
理
解
が
難
し
い
と
い
う
先
入
観
が
見
受
け
ら
れ
、
博

物
館
活
用
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
実
際
に
展
示
解
説
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
教
員
自
身
が
体
験
し
て
み
る
と
「
短
い
時
間
の
中
で
も
解
説
を
聞
く
と
作
品
の
こ

と
が
よ
く
理
解
で
き
た
」
や
「
資
料
の
見
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
教
科
書
に
載

っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
児
童
が
関
心
を
持
ち
そ
う
だ
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
博
物

館
の
資
料
が
教
材
に
な
る
こ
と
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
博
物
館
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
変
化
し
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
博
物
館
体
験
を
踏
ま
え
れ
ば
、
教
員
も
よ
り
充
実
し
た
校
外
学
習
の

計
画
を
練
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
博
物
館
側
に
は
学
校

が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
み
、
協
働
で
授
業
を
実
施
し
た
い
の
か
、
博
物
館
見
学
を

単
元
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
し
、
そ
の
手
立

て
を
用
意
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
る（

7
（

。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
学
年
に
応
じ
た
学
習

指
導
要
領
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
や
、
教
材
と
な
り
う
る
資
料
を
取
り
ま
と
め
て
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
は
急
務
で
あ
る
。

（
2
）
高
校
生
向
け
連
続
講
座
「
浮
世
絵
に
親
し
む
」

　

当
館
に
は
、
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
横
浜
で
貿
易
商
と
し
て
活
躍
し
た
丹
波
恒

夫
氏
が
収
集
し
た
約
六
二
〇
〇
点
に
及
ぶ
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
定
期
的

に
展
示
替
え
を
行
っ
て
い
る
常
設
展
で
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の

講
座
は
、「
博
学
連
携
」
を
模
索
す
る
中
で
、
高
等
学
校
に
お
い
て
新
た
に
「
日
本
史

探
究
」
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
館
の
企
画
普
及
課
長
・
学
芸
員
で
あ
る

桑
山
童
奈
が
企
画
し
、
浮
世
絵
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
に
向
け
て
二
〇
二
二
年
に
初

め
て
実
施
し
た（

8
（

。
筆
者
は
、
高
校
生
が
親
し
み
を
持
て
る
作
品
の
選
定
や
、
配
付
資

料
の
作
成
、
当
日
の
講
座
運
営
に
携
わ
っ
た
。
講
座
で
は
、
開
港
当
時
の
横
浜
の
街

が
描
か
れ
た
横
浜
浮
世
絵（

9
（

を
取
り
上
げ
た
。
参
加
者
は
県
内
の
高
校
生
六
名
と
教
員

一
名
で
あ
っ
た
。

　

一
日
目
は「
浮
世

絵
を
見
る
」を
テ
ー

マ
に
浮
世
絵
の
制

作
方
法
や
ジ
ャ
ン

ル
な
ど
浮
世
絵
の

歴
史
を
座
学
で
学

ん
だ
後
、展
示
室
で

学
芸
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
資
料

を
鑑
賞
し
た（
写
真

２
）。
参
加
者
は
こ

れ
ま
で
に
浮
世
絵

を
鑑
賞
す
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
よ

写真 2　学芸員のレクチャーを受けている様子
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う
だ
が
、
版
元
印
や
改
印
な
ど
学
芸
員
か
ら
浮
世
絵
を
鑑
賞
す
る
際
に
注
目
す
べ
き

点
や
、
浮
世
絵
の
人
気
の
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
と
、
展
示
室
で

は
作
品
を
遠
く
か
ら
眺
め
た
り
、
展
示
ケ
ー
ス
に
近
寄
っ
て
細
か
い
文
字
を
観
察
し
、

鑑
賞
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
様
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

復
刻
版
の
浮
世
絵
で
、
細
か
な
髪
の
毛
の
生
え
際
や
、
色
鮮
や
か
な
着
物
の
文
様
に

注
目
し
て
鑑
賞
し
た
。
手
に
取
っ
て
動
か
す
と
キ
ラ
キ
ラ
と
し
て
い
る
の
が
分
か
る

雲
母
摺
の
施
さ
れ
た
絵
に
関
心
を
持
ち
、浮
世
絵
の
見
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
（
写

真
３
）。

　

二
日
目
は
「
浮
世
絵
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
浮
世
絵
に
描
か
れ
て
い
る
文
字
を
読

み
解
き
、
江
戸
時
代
の
浮
世
絵
双
六
に
描
か
れ
る
横
浜
の
名
所
を
紹
介
し
な
が
ら
地

図
や
写
真
な
ど
活
用
し
て
、
明
治
か
ら
現
代
に
至
る
横
浜
の
街
の
移
り
ゆ
く
様
子
を

学
ん
だ
。

　

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
文
字
を
読
む
体
験
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
今
回
取
り
上
げ
た
作

品
は
歌
川
芳
虎
の
錦
絵
「
英
吉
利
船
」
で
あ
る
（
写
真
４
）。
画
面
上
部
に
は
、「
イ

ギ
リ
ス
の
造
船
は
世
界
の
様
々
な
国
が
真
似
し
て
つ
く
る
」
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
た

仮
名
垣
魯
文
の
文
章
、
中
心
に
は
大
き
な
イ
ギ
リ
ス
の
船
、
左
上
部
に
は
イ
ギ
リ
ス

人
の
顔
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
船
へ
の
憧
れ
が
長
文
と
と
も
に
画
角
い
っ

ぱ
い
に
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
開
国
を
通
し
て
異
国
と
の
出
会
い
が
当
時
の
日
本
人

写真 3　復刻版浮世絵の観察

写真 4　「英吉利船」　神奈川県立歴史博物館所蔵
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に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
様
子
が
伝
わ
る
作
品
で
あ
る
。
参
加
者
は
実
際
に

文
章
を
読
む
作
業
を
体
験
す
る
と
、「
漢
字
は
分
か
る
け
ど
、
平
仮
名
は
難
し
い
」
や

「
今
の
言
葉
と
表
記
が
違
う
部
分
が
あ
る
」
な
ど
、
話
し
合
い
な
が
ら
三
〇
分
ほ
ど
時

間
を
か
け
て
く
ず
し
字
を
解
読
し
た
。
鑑
賞
の
対
象
と
分
類
さ
れ
が
ち
な
浮
世
絵
が

文
字
を
読
む
こ
と
で
情
報
の
収
集
や
、
当
時
の
人
々
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
手
掛
か

り
に
な
る
と
感
じ
た
よ
う
だ
。
文
字
の
解
読
後
に
は
額
装
さ
れ
た
「
英
吉
利
船
」
を

間
近
に
観
察
し
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
資
料
を
比
較
し
て
「
本
物
は
色
が
違
う
」
や

「
よ
く
見
る
と
紙
に
穴
が
開
き
そ
う
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
作
品
と
向
き
合
う
中
で
気

づ
き
が
見
つ
か
り
、
紙
資
料
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
学
芸
員
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
た
（
写
真
５
）。

　

こ
れ
ら
の
体
験

的
な
活
動
を
通
し

て
参
加
者
は
、資
料

と
向
き
合
う
方
法

と
意
味
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
。生
徒
に

と
っ
て
必
ず
し
も

博
物
館
は
身
近
な

存
在
で
は
な
い
が
、

体
験
的
な
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
効
果
的
に

博
物
館
利
用
が
で

き
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
し
か
し
、先
に
述
べ
た
よ
う
に
高
校
生
の
博
物
館
利
用
が
少
な
い
現
状
は
、今

後
当
館
で
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

最
終
日
に
記
入
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
二
日
間
を
通
し
て
最
も
印
象
に
残
っ

た
活
動
は
「
英
吉
利
船
」
の
文
字
の
解
読
で
あ
り
、
新
し
い
浮
世
絵
の
見
方
を
知
っ

た
様
子
が
伺
え
る
。
ま
た
、浮
世
絵
を
初
め
て
鑑
賞
す
る
学
生
が
多
か
っ
た
た
め
、学

芸
員
の
解
説
を
じ
っ
く
り
と
聞
き
、
鑑
賞
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た
う
え
で
、
作

品
を
観
察
で
き
た
点
や
、
展
示
室
で
の
見
学
と
は
違
い
、
復
刻
版
浮
世
絵
、
本
物
の

資
料
を
様
々
な
角
度
か
ら
間
近
で
観
察
し
た
こ
と
も
新
鮮
な
体
験
と
な
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。
講
座
を
体
験
し
た
学
生
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
左
に
ま
と
め
る（
表
３
）。

表3　高校生向け連続講座「浮世絵に親しむ」アンケート結果

二日間を通して１番印象に残った活動はなんですか？
・英吉利船の文字の解読（3名）
・1日目の浮世絵に関する講義全体
・復刻版浮世絵の観察

浮世絵講座の感想
・浮世絵は楽しむためにみるものということだけのイメージしかな
かったが、細部まで目を通すことで、時代背景やそのときの出来事、
人物のことが理解できた。

・背景動機を必要とするのが難しいと思った。
また、実際の浮世絵を間近で見られるのはとても貴重な体験だった。

・難しかったことは、浮世絵に書いてある文章を読む活動。
楽しかったことは、浮世絵の細かい所に書いてある所を見たりする
活動（女性が既婚か未婚かなど）

・昔の仮名文字を読むのが難しいと感じた。
解説などは分かりやすくてすばらしいと思った。

・人によって同じものでもまったく違うことが面白かった。
ひらがなの解読が難しかった。

写真 5　額装された「英吉利船」を観察する様子
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（
3
）
大
学
生
向
け
体
験
講
座
「
博
物
館
の
裏
側
を
知
ろ
う
」

　

若
年
層
に
博
物
館
の
活
動
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
大
学

生
向
け
の
体
験
講
座
を
実
施
し
た（

（1
（

。
普
段
展
示
室
に
あ
る
作
品
が
ど
の
よ
う
な
作
業

を
経
て
収
蔵
庫
か
ら
展
示
室
へ
と
展
示
さ
れ
る
の
か
、
学
芸
員
が
行
う
仕
事
の
一
部

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
博
物
館
や
学
芸
員
へ
の
関
心
が
よ
り
高
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
筆
者
が
企
画
し
、
本
年
六
月
に
実
施
し
た
。
先
に
も
述
べ
た
高
校
生
向
け

の
浮
世
絵
講
座
を
踏
ま
え
て
、
資
料
の
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
状
況
を
調
書
へ
記
載

す
る
こ
と
や
梱
包
な
ど
の
体
験
活
動
を
取
り
入
れ
た
。
過
去
に
東
京
国
立
博
物
館
で

は
高
校
生
向
け
に
、
物
流
博
物
館
で
は
大
学
生
や
高
校
生
向
け
に
梱
包
講
座
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
本
企
画
を
実
施
す
る
う
え
で
参
考
と
し
た
。

　

当
館
の
場
合
、
大
学
生
を
対
象
と
す
る
行
事
は
、
博
物
館
実
習
や
見
学
実
習
の
受

け
入
れ
等
が
多
く
、
博
物
館
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た
講
座
は

初
め
て
行
っ
た
。
筆
者
は
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
と
常
設
展
示
室
の
案
内
を
担
当

し
、
陶
磁
器
の
調
書
作
成
や
梱
包
体
験
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
、
工
芸
担
当
学
芸
員
で
あ

る
鈴
木
愛
乃
が
行
っ
た
。
参
加
者
は
神
奈
川
県
内
と
都
内
の
大
学
生
一
〇
名
（
う
ち

一
名
は
高
校
生
）
で
あ
る
。

　

前
半
に
行
っ
た
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
、

シ
ョ
ッ
プ
、
事
務
室
等
を
見
学
し
、
博
物
館
に
は
、
学
芸
員
だ
け
で
は
な
く
、
事
務
、

広
報
、
教
育
普
及
、
司
書
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
作
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携

わ
る
職
種
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
。
特
に
図
書
整
理
室
で
は
、
蔵

書
の
数
や
普
段
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
司
書
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
。
全
国
の
展
覧

会
図
録
を
保
管
し
て
お
り
、
博
物
館
の
情
報
を
い
ち
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
、

博
物
館
施
設
に
あ
る
図
書
室
の
強
み
で
あ
り
、
一
般
的
な
図
書
館
と
の
違
い
で
あ
る

と
知
る
こ
と
が
で
き
た
様
子
で
あ
っ
た
（
写
真
６
）。

　

常
設
展
示
室
の
見
学
で
は
、
各
展
示
室
の
概
要
と
、
資
料
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
を
伝
え
た
。
当
館

の
常
設
展
は
「
か
な

が
わ
の
文
化
と
歴

史
」
を
テ
ー
マ
に
三

階
が
古
代
・
中
世
、

二
階
が
近
世
・
近

代
・
現
代
・
民
俗
の

五
つ
の
分
野
に
分

か
れ
て
展
示
を
構

成
し
て
い
る
。
三
階

の
文
書
資
料
の
前

で
、「
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
を
見
て
何
か
気

づ
い
た
点
は
あ
り

ま
す
か
？
」
と
質
問

を
投
げ
か
け
て
み

る
と
「
こ
の
辺
り
は
、ほ
ぼ
複
製
と
書
か
れ
て
い
る
」
と
気
づ
い
た
学
生
が
い
た
。
三

階
の
中
世
コ
ー
ナ
ー
は
、
仏
像
や
文
書
資
料
な
ど
、
寺
院
や
神
社
に
伝
え
ら
れ
、
当

館
で
所
蔵
で
き
な
い
資
料
が
多
い
。
常
設
展
示
室
で
は
誰
が
い
つ
来
て
も
神
奈
川
の

歴
史
を
学
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
歴
史
を
語
る
上
で
必
要
で
は
あ
る

が
、
所
蔵
で
き
な
い
も
の
は
、
レ
プ
リ
カ
を
用
い
て
展
示
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
に
、
円
覚
寺
舎
利
殿
の
実
寸
大
模
型
を
見
学
し
た
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
鎌
倉
の
舎
利
殿
は
年
に
数
回
し
か
一
般
公
開
さ
れ
な
い
の
で
、
普
段
は
中
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
博
物
館
で
は
常
時
舎
利
殿
の
中
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
大
き
さ
や
装
飾
な
ど
、
実
際
に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
複
製
資
料
の
マ 写真 6　バックヤードの見学
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イ
ナ
ス
な
点
だ
け
で
な
く
、
利
点
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
、
江
戸
時
代
の
絵
図
や
地
図
、
浮
世
絵
が
展
示
さ
れ
る
二
階
で
は
紙
資
料
が

多
い
た
め
、
展
示
室
の
照
明
が
よ
り
暗
い
。「
な
ぜ
展
示
室
が
暗
い
と
思
う
？
」
と
質

問
を
投
げ
か
け
な
が
ら
考
え
さ
せ
た
。「
資
料
を
守
る
た
め
」
や
「
三
階
と
比
べ
る
と

展
示
ケ
ー
ス
の
中
が
よ
り
暗
く
な
っ
た
」
と
発
言
し
た
学
生
も
お
り
、
資
料
の
劣
化

を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
照
明
を
暗
く
し
て
い
る
こ
と
や
、
温
湿
度
計
を
ケ
ー
ス
内
に

置
い
て
管
理
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
（
写
真
７
）。

　

常
設
展
示
室
の
見
学
だ
け
で
な
く
、
資
料
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
合
わ
せ
て

紹
介
す
る
こ
と
で
、
よ
り
学
芸
員
の
仕
事
の
裏
側
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
っ
た
。

事
前
に
住
ん
で
い
る
地
域
や
大
学
の
所
在
地
を
把
握
し
て
お
く
と
、
学
生
に
と
っ
て

身
近
な
地
域
を
中

心
に
解
説
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
よ

り
充
実
し
た
見
学

が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
反
省
点

も
あ
る
が
、
日
頃

の
見
学
で
は
得
ら

れ
な
い
、
特
別
な

体
験
が
博
物
館
へ

の
関
心
に
つ
な
が

っ
た
よ
う
だ
。

　

後
半
は
、
学
芸

員
の
仕
事
に
つ
い

て
概
要
紹
介
を
し

写真 7　常設展の見学

た
後
、
実
際
に
工
芸
資
料
の
調
書
作
成
、
梱
包
体
験
を
行
っ
た
。
今
回
は
大
き
さ
や

重
さ
が
異
な
る
陶
磁
器
を
用
意
し
、
二
人
一
組
で
作
業
し
た
。
始
め
る
前
に
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
や
時
計
を
外
す
な
ど
、
作
品
の
安
全
性
を
考
え
て
身
だ
し
な
み
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
う
え
で
、
調
書
作
成
を
行
っ
た
。
ま
ず
は
、
作
品
が

ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
る
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
観
察
し
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
。

次
に
、
傷
が
つ
い
て
い
る
箇
所
が
な
い
か
、
文
様
の
特
徴
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
調

書
に
記
す
。
一
人
が
作
品
を
持
ち
、
も
う
一
人
が
観
察
し
た
。
作
品
を
安
全
に
取
り

扱
う
た
め
に
は
、
二
人
が
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
た
よ
う
だ
（
写
真
８
）。

　

調
書
を
と
っ
た
後
、
学
芸
員
が
当
館
所
蔵
の
陶
磁
器
を
使
っ
て
、
開
梱
か
ら
梱
包

の
一
連
の
流
れ
を

行
っ
て
み
せ
た
。
梱

包
に
使
用
さ
れ
る

薄
葉
紙
や
梱
包
用

の
綿
布
団
は
、
授
業

内
で
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
様
子
で
あ

っ
た
が
、
実
際
に
扱

う
の
は
全
員
初
め

て
だ
っ
た
よ
う
で
、

調
書
を
基
に
し
な

が
ら
「
器
の
縁
部
分

は
う
す
い
か
ら
頑

丈
に
し
よ
う
」「
桐

箱
の
中
で
動
か
な

写真 8　調書作成の様子　
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い
よ
う
に
、
布
を
一
枚
敷
こ
う
」
な
ど
声
を
か
け
あ
っ
て
、
資
料
に
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
丁
寧
に
梱
包
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
（
写
真
９
─
１
・
２
）。
ま
た
、
学
芸

員
が
一
組
ず
つ
ま
わ
り
な
が
ら
、
真
田
紐
の
結
び
方
も
指
導
し
、
開
梱
か
ら
梱
包
ま

で
の
一
連
の
流
れ
を
体
験
し
た
。

　

講
座
に
参
加
し
た
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
活
動
は
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
見
学
で
き
た
こ
と
と
、資
料
の
梱
包
作
業
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
前

半
で
展
示
室
が
暗
い
理
由
や
、
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
博
物
館
の

小
さ
な
疑
問
に
ふ
れ
た
こ
と
で
、
後
半
で
行
っ
た
資
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て
よ
り
理

解
が
深
ま
っ
た
よ
う
だ
。
座
学
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
活
動
を
通
し
て
学
芸
員
の
仕

事
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
感
想

も
あ
る
。
学
芸
員
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
い

な
い
学
生
に
も
博
物
館
や
学
芸
員
の
仕
事
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
本
企
画
は
、
目
標
を
達
成
で
き
た
よ
う

に
感
じ
る
。
来
年
度
は
扱
う
資
料
の
変
更
や
、対

象
年
齢
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
、

継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。
講
座

を
体
験
し
た
学
生
た
ち
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
以
下

に
ま
と
め
る
（
表
４
）。

　

高
校
生
と
大
学
生
の
若
い
世
代
に
向
け
た
講

座
を
通
し
て
、
二
点
の
発
見
が
あ
っ
た
。
一
つ

目
は
、
講
座
へ
参
加
す
る
動
機
の
違
い
で
あ
る
。

高
校
生
の
場
合
、生
徒
自
ら
の
応
募
は
な
く
、教

員
が
窓
口
と
な
り
関
心
あ
る
学
生
に
情
報
を
伝

え
て
い
た
。
一
方
で
大
学
生
の
場
合
は
、
大
学

に
て
学
芸
員
課
程
を
履
修
し
、
学
芸
員
を
目
指
し
て
い
る
学
生
や
、
学
芸
員
の
仕
事

内
容
を
知
り
た
い
な
ど
、
自
身
で
講
座
を
探
し
て
お
り
、
参
加
す
る
目
的
を
持
っ
て

い
た
。
当
初
予
定
し
て
い
た
人
数
を
大
幅
に
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
学
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
時
期
も
あ
り
、
資
料
に
触
れ
る
機
会
や
実
践

的
な
活
動
が
少
な
く
、
実
習
の
予
習
が
で
き
る
体
験
を
し
た
か
っ
た
な
ど
の
声
も
あ

っ
た
。
講
座
を
知
っ
た
情
報
源
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
家
族
・
知
人
か
ら
の
情
報
が
あ
げ
ら
れ
た
。
高
校
生
の
浮
世
絵
講
座
の
場

合
、
同
じ
学
校
の
生
徒
の
み
の
参
加
で
あ
っ
た
た
め
大
学
生
向
け
講
座
と
同
一
形
式

の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
取
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、ま
だ
自
ら
博
物
館
の
情
報
を
収
集
し
、積

写真 9-2　梱包体験の全体の様子

写真 9-1　梱包体験の様子
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若年層に向けた来館意欲を高める事業について

表4　大学生向け体験講座「博物館の裏側を知ろう」アンケート結果

大学生向け体験講座の感想
・普段見ることができないバックヤードや、博物館の裏側の話を聞くことができてさらに学芸員に興味を持つ
ことができました。
また機会があったら参加したいです。

・博物館の展示室が暗い理由や、レプリカがある理由など、気になっていたことを知れて良かったです。
また、作品の扱い方など、初めて知れたことがたくさんあってとても良い経験になりました。

・4月から横浜で一人暮らしをしています。この講座で博物館の裏側だけでなく、横浜についても知ることが
できました。
また、体験ができたことはこれからの実習などでとても役に立つので忘れずにこれからに生かしていきたい
です。
1年の後期から博物館学芸員課程を履修でき、2年から選抜になるため、がんばりたいとさらにこの講座で思
いました。

・県博の展示の仕方についてよりくわしく知れたので良かった。
又、梱包という作業を今までやったことがなかったため、貴重な機会となった。

・普段大学で学芸員課程を履修しているため、博物館についての勉強はしていますが、資料の梱包作業の体験
や学芸員の方の道具を見せていただいたり体験談を伺う機会は初めてだったため、とても勉強になりました。
貴重な経験をさせていただきありがとうございました。

・とても楽しかったです！実際に館内を歩いたり陶芸品に触って、といったような実習があって非常にタメに
なりました。大学生向けだったので高校生の私が参加して良かったものか難しくないかと心配でしたが、内
容も分かりやすく参加して良かったと思えます。博物館の裏側を見るのは初めてだったのでとてもワクワク
しました。

・バックヤードなど学芸員側から博物館を見ることができて面白かった。
実際に調書を書いてみることで、座学だけでは分からないことも実感をもって経験でき貴重な体験になった。
紐のしばり方などは普段の生活から活用していきたいと思う

・作品調査と梱包が印象的でした。作品を横にする時には薄葉紙を重ねたものを敷く等、普段物を扱う際に意
識していないことがあり、学芸員の方々の資料への尊敬を感じられました。こうした細かい配慮が私達の社
会教育を支えていると思うと感慨深いものがあります。

・普段見ることのできないバックヤードや書庫などを見学できたので学芸員のお仕事の様子を知ることができ
ました。

・梱包方法や、計測についてなど座学の授業を受けることはあるが、今回のように実際に体験することはない
ため、貴重な時間でした。
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極
的
に
参
加
し
て
み
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
点
は
、
体
験
講
座
を
通
し
て
も
の
に
触
れ
る
楽
し
さ
を
経
験
し
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
高
校
生
向
け
連
続
講
座
で
は
、
浮
世
絵
資
料
を
通
し

て
「
文
字
の
解
読
」、
大
学
生
向
け
体
験
講
座
で
は
、
工
芸
品
を
通
し
て
「
調
書
・
梱

包
作
業
」
体
験
を
行
っ
た
。
実
際
に
も
の
を
手
に
と
っ
て
学
ぶ
こ
と
は
座
学
で
は
学

べ
な
い
実
在
感
が
あ
る
。
両
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
て
も
、
体
験
活
動
に
対
し
て
高

い
満
足
感
が
示
さ
れ
た
。

　

本
年
の
夏
休
み
期
間
に
は
、
昨
年
に
続
く
高
校
生
向
け
連
続
講
座
「
浮
世
絵
に
親

し
む
」、
更
に
特
別
展
「
関
東
大
震
災
─
原
点
は
一
〇
〇
年
前
─
」（
二
〇
二
三
年
七

月
二
九
日
か
ら
九
月
一
八
日
）
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
高
校
生
・
大
学
生
向
け
の

現
地
見
学
会
「
海
上
保
安
庁
の
測
量
船
で
知
る
海
の
防
災
」
な
ど
、
学
生
を
対
象
と

し
た
講
座
を
多
数
実
施
し
た
。
高
校
生
に
限
ら
ず
来
年
度
も
若
年
層
に
向
け
た
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

様
々
な
館
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
教
育
普
及
の
一
環
で
あ
る
博
学
連
携
事
業
は
、

高
等
学
校
で
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
な
ど
に
よ
り
、
一
層
重
要
視
さ
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。
ま
ず
は
、学
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
今
一
度
、学

校
と
博
物
館
連
携
の
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

併
せ
て
教
員
に
も
博
物
館
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
博
物
館
側
が
情

報
を
継
続
的
に
発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
博
物
館
に
足
を
運
ぶ
こ

と
が
少
な
い
学
校
教
員
に
対
す
る
研
修
の
充
実
と
、
若
い
世
代
、
特
に
教
員
を
目
指

す
学
生
な
ど
も
参
加
で
き
る
研
修
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
博
物
館
が
展
示
室
に
と

ど
ま
る
も
の
で
な
く
、
様
々
な
学
習
資
源
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
学
校
側
と
博
物
館
側
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
研
修
な
ど
が
十
分
に

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
、
互
い
の
す
れ
違
い
が
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
方
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
員
と
協
力
し
て
児

童
生
徒
の
博
物
館
学
習
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
習
指
導
要
領
を
理
解
し
、
学

校
が
求
め
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
や
、
学
校
教
育
や
教
員
の
特

性
を
よ
り
理
解
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
教
員
経
験
の
あ
る
教
育
活
動
担
当
の
職
員
と
協

力
し
合
い
、
新
し
い
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
努
め
た
い
。

註（
（
）『
今
、求
め
ら
れ
る
力
を
高
め
る　

総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
展
開
（
令
和
5
年
（
月
）〈
高
等

学
校
編
〉』
参
照
。

（
（
）『
高
等
学
校
指
導
要
領
（
平
成
（0
年
告
示
）
解
説
〈
地
理
歴
史
編
〉』
参
照
。

（
（
）
二
〇
二
二
年
度
の
実
施
日
は
八
月
一
〇
日
、
一
七
日
。

（
（
）
神
奈
川
県
博
物
館
協
会
『
神
奈
川
県
博
物
館
協
会
会
報
』
第
七
三
号
、
十
二
─
十
八
頁
、
二
〇

〇
二
年
。

（
5
）
一
九
五
五
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
県
内
博
物
館
施
設
の
任
意
団
体
で
、
博
物
館
の
P
Ｒ
、
職
員

の
研
修
、
会
報
の
発
行
な
ど
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
6
）
田
口
公
則　
「
博
物
館
と
学
校
の
連
携
─
化
石
ロ
ー
ン
キ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
─
」（〈
特

集
〉古
生
物
学
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
─
博
物
館
で
の
取
り
組
み
を
例
に
し
て
─
）　
『
日
本
古
生
物

学
会
』
九
─
一
〇
頁
、
二
〇
〇
八
年
。

（
7
）
小
川
義
和　
「
博
学
連
携
は
何
の
た
め
に
」『
生
物
教
育
』
一
般
社
団
法
人
日
本
生
物
教
育
学
会 

六
〇
巻
三
号
、
一
五
六
─
一
六
〇
頁
、
二
〇
一
九
年
。

（
8
）
実
施
日
は
二
〇
二
二
年
八
月
一
八
日
、
一
九
日
の
二
日
間
。

（
9
）
丹
波
恒
夫
氏
が
名
付
け
た
、開
港
を
き
っ
か
け
に
発
展
し
て
い
く
横
浜
の
街
や
来
日
し
た
外
国

人
た
ち
の
姿
、
生
活
を
描
い
た
浮
世
絵
を
指
す
。

（
（0
）
実
施
日
は
二
〇
二
三
年
六
月
二
五
日
。




